
和歌山工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 電気機器
科目基礎情報
科目番号 0041 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電気情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 教科書：「電気機械工学」天野寛徳，常弘譲，電気学会，オーム社 / 配布プリント　　　　　　（ 参考書：「電気機器
I」，「電気機器Ⅱ」，中田高義他，朝倉書店）

担当教員 直井 弘之
到達目標
１．電気エネルギーの発生、変換および利用に用いられる回転機と静止器の動作原理と構造を説明することができる。
２．上記の電気機器の動作に関する諸量について計算できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

電気機器の動作原理と構造に関す
る理解度

講義で扱ったすべての電気機器に
ついて、動作原理と構造を正確に
説明できている。

講義で扱ったすべての電気機器に
ついて、動作原理と構造の概要を
説明できている。

講義で扱った電気機器の動作原理
と構造について全く説明できてい
ない。

電気機器の動作に関する諸量につ
いての計算力

講義で扱ったすべての電気機器に
ついて、動作に関する諸量を正確
に計算できてる。

講義で扱ったすべての電気機器に
ついて、動作に関する諸量を限定
的に計算できてる。

講義で扱った電気機器の動作に関
する諸量の計算に理論を全く適用
できていない。

学科の到達目標項目との関係
JABEE C-1
教育方法等
概要 電気機器の基本となる直流機、変圧器、誘導機の動作原理および特性について学習する。また同期機についても概説す

る。
授業の進め方・方法 講義とともに適宜課題を実施する。電気機器の基礎的事項と応用および制御について広範に学習する。

注意点
事前学習：教科書を用いて予習し、毎回の授業前にその授業範囲の中でわからないところをはっきりさせておくこと。
事後学習：毎授業後に復習することにより学習した内容を正しく理解し、次の授業や定期的に出される課題（全部で
10回ほど）および定期試験に備えていくこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
学習目標、授業・評価方法等の説明、電気機器の分類
、電気エネルギーの発生・輸送・利用と環境問題との
関わり

本科目で扱う、直流機、変圧器、誘導機、同期機につ
いて、電気機器の分類上の位置付けを説明できる。電
気エネルギーの発生・輸送・利用と環境問題との関わ
りについて説明できる。

2週 直流発電機の構造（基本構造と基本原理） 直流発電機の基本構造とその動作原理を説明できる。
3週 直流発電機の理論（電機子巻線法） 直流発電機の種々の電機子巻線法を説明できる。

4週 直流発電機の理論（誘導起電力・エネルギーの変換） 直流発電機の誘導起電力の表式および仕事とエネルギ
ーとの間の変換について説明できる。

5週 直流発電機の理論（電機子反作用およびその対策） 直流発電機における、電機子反作用およびその対策法
を説明できる。

6週 直流発電機の種類と特性 それぞれの種類の直流発電機の特性を説明できる。

7週 直流発電機の運転、特殊直流機 直流発電機の運転方法および種々の特殊直流機の動作
原理と用途を説明できる。

8週 直流電動機の理論 直流電動機の構造と動作原理を説明できる。

2ndQ

9週 直流電動機の特性と用途 それぞれの種類の直流電動機の特性を説明できる。
10週 直流電動機の運転、速度制御 直流電動機の運転方法と速度の制御法を説明できる。

11週 直流電動機の効率、温度上昇、定格 直流電動機の効率を計算し、温度上昇、定格について
説明できる。

12週 直流機の試験と保守 直流機の試験と保守について説明できる。
13週 変圧器の理論 変圧器の構造と動作原理を説明できる。

14週 変圧器の等価回路
変圧器の等価回路・簡易等価回路を一次側に換算した
場合と二次側に換算した場合の両方について書くこと
ができる。

15週 変圧器のタップ電圧 動作原理に基づいて、変圧器のタップの使い方を説明
できる。

16週

後期
3rdQ

1週 変圧器の結線 変圧器の種々の結線について説明できる。
2週 変圧器の電圧変動率 変圧器の電圧変動率の概念を説明し、計算できる。

3週 変圧器の損失、効率 変圧器の損失について説明し、効率および全日効率を
計算できる。

4週 変圧器の構造、並行運転 変圧器の構造および並行運転について説明できる。

5週 三相変圧器、単巻変圧器 三相変圧器と単巻変圧器について、構造と動作原理を
説明できる。

6週 誘導機の原理と構造 誘導機の基本原理と構造を説明できる。

7週 誘導機の理論（回転磁界、同期速度、すべり） 誘導機の回転磁界の発生方法を説明し、同期速度とす
べりについて概念の説明と計算ができる。

8週 誘導機の理論（二次誘導起電力、周波数、電流、力率
）

誘導機の二次の誘導起電力、周波数、電流、力率を与
える表式について説明できる。

4thQ 9週 誘導機の理論（一次電流、トルク、等価回路） 誘導機の一次電流とトルクの表式について説明し、誘
導機の等価回路を描くことができる。



10週 誘導機の理論（電力の変換） 誘導機の電力流れ線図を描き、その中の諸要素の内容
を説明できる。

11週 誘導機の損失、効率、特性 誘導機の各損失、効率および二次効率、特性について
説明できる。

12週 誘導機の運転、始動 誘導機の運転・始動法について説明できる。

13週 誘導機の速度制御、単相誘導電動機 誘導機の制動法・速度制御法および単相誘導電動機の
動作原理を説明できる。

14週 同期発電機の概要 同期発電機の動作原理と用途について概要を説明でき
る。

15週 同期電動機の概要 同期電動機の動作原理と用途について概要を説明でき
る。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

電気・電子
系分野 電力 電気エネルギーの発生・輸送・利用と環境問題との関わりについ

て説明できる。 4 前1

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 70 30 100


